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室町
むろまち

時代・戦国
せんごく

時代        鉄砲
てっぽう

もって１
行

５
こう

４
よ

３
さあ

勝ち 戦
いくさ

(1…年) 、中国船に乗ったポルトガル人が、鹿児島県の(2…？島)に漂 着
ひょうちゃく

し、

日本に鉄砲
てっぽう

を伝えました。

(2)銃
じゅう

とよばれたこの鉄砲
てっぽう

は、この後
あと

の戦
いくさ

にさかん

に使われるようになります。そのため、一人の強い

武将
ぶしょう

よりも(3…右絵を参照)とよばれる歩兵
ほ へ い

の集団が

活躍
かつやく

するようになりました。

そして、城のつくりも鉄砲
てっぽう

に備
そな

えて、石垣
いしがき

を高くして壁
かべ

も厚
あつ

くしたつくりへと

変わっています。(3)とは農民が兵士として組織されたもので、馬で走る主人についていく足軽
す ば や

く走る歩兵
ほ へ い

のことで

す。豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

も始めはこの身分
み ぶ ん

でした。

〇鉄砲
てっぽう

が入ってきたことによっておこった戦い方の変化を答えなさい。…(記述 1)

〇その結果、世の中の動きがどうなって行ったかを答えなさい。…(記述 2)

武田
た け だ

信玄
しんげん

鉄砲
てっぽう

に負けてしまって１５７５
い ご 泣 い

た。…by武田
たけだ

上は尾張
お わ り

の織田
お だ

信長
のぶなが

と徳川
とくがわ

の連合軍
れんごうぐん

が、日本最強
さいきょう

といわれた(4…武田
たけだ

信 玄
しんげん

の子)の騎馬隊
き ば た い

を破
やぶ

った(5)の戦いで、

これが、鉄砲
てっぽう

が本格的に使われた最初のいくさです。この戦いでは、鉄砲
てっぽう

の威力
いりょく

を発揮
は っ き

させるためにある工夫
く ふ う

が

してあります。絵を見てその工夫
く ふ う

を答えなさい。…(記述 3)

鉄砲
てっぽう

は、始めは(6…外国名)からの輸入に頼
たよ

っていましたが、その後、国内で生産されて、大阪府の堺
さかい

や滋賀県の

(7…地名)で大量につくられるようになっていきます。

この戦いに敗れた武田
た け だ

とは、現在の(8)県一帯
いったい

の甲斐
か い

の国を領土
りょうど

にしていた戦国
せんごく

大名です。

この時代の戦国
せんごく

大名
だいみょう

には、現在の新潟
にいがた

県と山形県にあたる(9…

昔の国名)の上杉
うえすぎ

謙信
けんしん

、相模
さがみ

(現神奈川県)の小田
お だ

原
わら

を根拠地
こん きょち

とした

北条
ほうじょう

早雲
そううん

、相模
さがみ

と駿河国
するがのくに

(現静岡県)の今川
いまがわ

義元
よしもと

、石
いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

で

知られた中国地方の毛利
も う り

元就
もとなり

、薩摩
さ つ ま

(現鹿児島県)の島津
し ま づ

などが

います。応仁
おうにん

の乱によって幕府の力がおとろえると、守護
し ゅ ご

に

代
か

わって、その家臣
か し ん

や国人
こくじん

(村の 侍
さむらい

)などが力をつけ、戦国
せんごく

大名
だいみょう

とよばれるほどの力をもつようになっていたのです。

このように身分
み ぶ ん

が下の者が、上のものをたおす風潮
ふうちょう

を(10…漢字

で)といい、応仁
おうにん

の乱から 16 世紀末までの戦国
せんごく

大名
だいみょう

がたがいに

戦った 100年間を戦国
せんごく

時代といいます。
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戦国
せんごく

大名
だいみょう

たちは、戦乱
せんらん

の世を勝ちぬくために領地
りょうち

の産業をさかんにし、軍事力
ぐんじりょく

の強化につとめています。

農業生産を高めるために、用水
ようすい

や堤
つつみ

を造
つく

ったり鉱山
こうざん

を開発したり交通を整備
せ い び

したりして、商工
しょうこう

業を発展させた

のです。なかでも、武田
た け だ

信玄
しんげん

が釜無川
かまなしがわ

(富士川の上流)の水害から守るために築
きず

いた信玄
しんげん

堤
づつみ

が有名です。

また、世界
せ か い

遺産
い さ ん

の石見
い わ み

銀山
ぎんざん

遺跡
い せ き

(現島根県)は、毛利
も う り

氏が大きな力をもったささえ(財源
ざいげん

)でした。

また、自分の国を支配するために、上のような(11…漢字で？法。家法のこと)という独自
ど く じ

の法律もつくっています。

戦国
せんごく

大名
だいみょう

たちは、なぜこのようなきまりをつくったのかを答えなさい。…(記述 4)
そして、これらの多くは、鎌倉時代に 3代執権

しっけん

の(12…人名)がつくった(13…貞 永
じょうえい

式目
しきもく

のこと)がその手本
て ほ ん

になって

います。

さらに、戦国
せんごく

大名
だいみょう

たちは軍事力
ぐんじりょく

を強めるために、家臣
か し ん

たちを自分の城下
じょうか

に集めています。これが(14…？町)の始

まりです。さらに、日明
にちみん

貿易
ぼうえき

で栄
さか

えた港町
みなとまち

の堺
さかい

や博多
は か た

は、大商人たちが自
みずか

ら町を運営
うんえい

する自治
じ ち

都市として発展

しています。とくに堺
さかい

の町はまわりに堀
ほり

がめぐらされたり出入り口には木戸
き ど

がつくられたりしており、外国か

ら来
き

たキリスト教の宣教師
せんきょうし

が｢日本の中で堺
さかい

ほど安全な町はない｣という手紙を本国
ほんごく

に出しているほどです。

織田
お だ

信長
のぶなが

の天下統一                  織田
お だ

信長
のぶなが

(15…年) 信長
のぶなが

くん、１
いつも

５
ご

６
ろ っ

０
と

桶
お け

狭
はざ

間
ま

桶狭間
おけ はざま

(愛知県)の戦いで、織田
お だ

信長
のぶなが

が駿河国
するがのくに

(静岡県)の(16…

戦国大名の人物名)を破
やぶ

ります。この戦いは信長
のぶなが

の 3000の兵

に対し、(16)の兵は 3万だったといわれ、信長
のぶなが

が勝つはずがないと

思われていたようです。そのため、戦いの結果は全国の武将
ぶしょう

たちに

大きな衝撃
しょうげき

をあたえます。

1571年、信長
のぶなが

が天下統一
とういつ

のさまたげになる仏教勢力の(17…右の？寺)を焼
や

き討
う

ちします。

平安時代に(18…僧名)が建てた現在の滋賀県にある(19…？宗)の寺です。このときの信長
のぶなが

の

行動は、神のたたりを恐
おそ

れる当時の人々にとって信じられないことです。

当時の日本では、神は仏
ほとけ

の化身
け し ん

であるとされ、神社と寺院
じ い ん

は一体
いったい

であるとされていました。

また、信長
のぶなが

は大阪にあった(20…？寺)も攻
せ

めています。この寺は一向宗
いっこうしゅう

(浄 土
じょうど

真 宗
しんしゅう

)の総本山
そうほんざん

の寺で、加賀の一向
いっこう

一揆
い っ き

を命令するほどの勢力をもっていました。信長
のぶなが

にとってこれらの仏教勢力は、全国統一
とういつ

のさまたげだったの

です。のちに、豊臣秀吉
ひでよし

が(20…？寺)の跡地
あ と ち

に(21…？城)を建
た

てています。           関所

当時の神社や寺院
じ い ん

は、主要な街道
かいどう

に(22…出入りを制限する門のようなもの)をつくり、そこ

を通る人たちから通行税
ぜい

を取ったり門前町
もんぜんまち

を支配したりして多額
た が く

の利益を得
え

、大きな

経済力
けいざいりょく

と軍事
ぐ ん じ

力を持っていたのです。京都の山崎
やまざき

八幡宮
はちまんぐう

の神社などは油の製造
せいぞう

許可権を

もっていて、ここへ巨額
きょがく

の金を納
おさ

めて許可状
きょかじょう

をもらわなければ油をつくることも売ること

もできない仕組
し く

みをつくっていました。こうした油や紙の販売
はんばい

を独占
どくせん

する仕組
し く

みを(23…漢字)といいます。

一
ひとつ

けんかをしたときには、是非
ぜ ひ

を問わず、両方を罰
ばっ

する。

一
ひとつ

許しを得
え

ないで、他国
た こ く

に手紙を出してはならない。…『信玄
しんげん

家法』

一
ひとつ

勝手
か っ て

に、他国
た こ く

の者と縁組
え ん ぐ

み(結婚)してはならない。…『今川
いまがわ

仮名
か な

目録
もくろく

』
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安土
あ づ ち

桃山
ももやま

時代

(24…年) 、  義昭
よ し あ き

は追放されて１
い

５
ご

７
な

３
み だ

織田
お だ

信長
のぶなが

が、自分の命令に従
したが

わなくなった室町
むろまち

幕府の最後の第 15代将軍(25…右の人物名)を

追放
ついほう

して室町
むろまち

幕府を滅
ほろ

ぼしました。この将軍は信長
のぶなが

の力でその座
ざ

に就
つ

いた人物ですが、もう

利用価値
か ち

がないと判断されたようです。

1576年、織田
お だ

信長
のぶなが

が(26…湖名を漢字で)の東岸
とうがん

に安土城
あづちじょう

を築
きず

き、ここを天下
て ん か

統一
とういつ

の足
あし

がかりにします。

狩野
か の う

永徳
えいとく

をはじめとする狩野
か の う

派
は

の人々によって豪華
ご う か

な内装
ないそう

が施
ほどこ

された城です。そのあまりの見事
み ご と

さに、信長
のぶなが

を

倒
たお

した明智勢
あけ ちぜい

もこの城を焼き払
はら

うことをしなかったといわれています。

また、織田
お だ

信長
のぶなが

は座
ざ

の特権
とっけん

をなくして市場
い ち ば

の税を廃止
は い し

し、通行税
ぜい

をとっていた関所
せきしょ

なども廃止
は い し

する(27…漢字で)の政策
せいさく

を取ったため、商工業が大きく発展しています。

右は、織田
お だ

信長
のぶなが

が｢武力
ぶりょく

で天下を統一
とういつ

する｣と誓
ちか

った(28…漢字で)の印
いん

です。

信長
のぶなが

はなぜ強かったか？

信長
のぶなが

が強かったのは、鉄砲
てっぽう

をいち早く取り入れたことや、戦い専門の兵を持っていたことにあります。ほかの戦国大名たちの兵は

おもに農民で、農民は 戦
いくさ

のたびに兵にかりだされていました。そのため、田植
た う

えの時期にはそれぞれの国に戻らなければならな

いなど、一年を通しての 戦
いくさ

ができない弱点があったのです。たとえば、武田
たけだ

信玄
しんげん

は春になると兵を引き上げさせています。

信長
のぶなが

は商業を重視
じゅうし

してこれらをささえる大きな経済力をもっていたのです。武田
たけだ

信玄
しんげん

が農業大名とすると、信長
のぶなが

は商業大名だっ

たわけです。

(29…年)    １５８２
十 五 夜 に

に信長
のぶなが

沈
しず

む本能寺
ほ ん の う じ

天下
て ん か

統一
とういつ

が目前
もくぜん

の織田
お だ

信長
のぶなが

が、(30…人名)の謀反
む ほ ん

で自害
じ が い

する(31…寺名)の変
へん

がおこり、同年、

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が山崎
やまさき

の戦いで主君
しゅくん

の敵
かたき

を討
う

ち、自分が信長の後継者
こうけいしゃ

になることを全国の大名
だいみょう

に

示しました。そして、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

は織田
お だ

信長
のぶなが

の政策
せいさく

を受け継
つ

いで、楽市楽座や関所
せきしょ

の廃止
は い し

、

道路の整備などを行い、商工業の発展を図
はか

りました。また、金山
きんざん

や銀山を開発して、支配下

に置き、京都・大阪・堺・博多などの重要な都市も直接
ちょくせつ

支配
し は い

しています。

          ア

右の戦
たたか

いや城の位置を地図から選び、記号で答えなさい。

桶狭間
おけ はざま

の戦い…(32)   大阪
おおさか

城
じょう

…(33)  安土
あ づ ち

城
じょう

…(34)

本能寺
ほん のうじ

の変
へん

…(35)   長篠
ながしの

の戦い…(36)
                                     イ   

                                  オ  エ ウ

キリスト教と南蛮
なんばん

貿易

1549年、  １５４９
以 後 よ く

来
く

るキリスト教

(37…外国名)人の(38…人名)が、ポルトガルの船に乗って日本の(39…地名)に上陸し、キリスト教

を伝えます。ザビエルは 2年ほどで日本を去りますが、その後も宣教師
せんきょうし

が次々と日本にやって

きて、各地に南蛮
なんばん

寺
でら

といわれた教会
きょうかい

や学校・病院・孤児院
こ じ い ん

などをつくり、熱心にキリスト教の布教
ふきょう

を行ないま

す。
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当時のスペインはキリスト教の力を利用して、世界各地の後進
こうしん

国
こく

を植民地
しょくみんち

支配(ある国を支配して、その国の 収 穫
しゅうかく

のほと

んどを本国にもちかえり、大きな利益をえるやり方のこと。現在は独立しているアフリカや東南アジアの国のほとんどがヨーロッパの国々の植民

地であった)していたのです。

また、織田
お だ

信長
のぶなが

がキリスト教を保護
ほ ご

したこともあり、一時は大名
だいみょう

たちの間にも

キリスト教が広まり、かれらは(40)大名
だいみょう

とよばれています。

九州の(40)大名
だいみょう

は 4人の少年がローマ教皇
きょうこう

のもとを訪
おとず

れる(41…？使節団)を

ローマ(キリスト教の本部)に派遣
は け ん

したほどです。

(41)とは、天
てん

正
しょう

10（1582）年に九州のキリシタン大名の大友氏や有馬
あ り ま

氏らが派遣
はけん

した

伊東
い と う

満所
まんしょ

・千々石
ち ぢ わ

ミゲル・中浦
なかうら

ジュリアン・原
はら

マルチノの 14～15歳の 4人の少年たちの

ことです。同 13年 2月にローマに着き、教皇
きょうこう

グレゴリウス 13世に謁見
えっけん

し、教皇
きょうこう

から「黄金の拍車
はくしゃ

の騎士」の称号
しょうごう

を授けられ

ましたが、同 18年 6月に帰国したときには、国内は豊臣秀吉によってキリスト教が禁止されており、国外追放の処分
しょぶん

を受けてい

ます。      織田
お だ

信長
のぶなが

がなぜキリスト教を保護したのかを答えなさい。…(記述 5)

やがて、ポルトガル人に次
つ

いでスペイン人も日本にやってきて貿易
ぼうえき

を行なうようになります。

かれらとの貿易
ぼうえき

を(42)貿易
ぼうえき

、その船を(42…絵)船といいます。この貿易
ぼうえき

では、鉄砲
てっぽう

・火薬・

中国の生糸
き い と

や絹織物
きぬおりもの

などが輸入
ゆにゅう

され、日本からは(43…貴金属
ききんぞく

)などが輸出されています。

長崎や平戸
ひ ら ど

(長崎県)の九州の大名
だいみょう

や堺
さかい

の商人
しょうにん

たちは、この貿易
ぼうえき

で大きな利益を得
え

ています。

このとき、日本に西瓜
す い か

や(44…ウリ科の野菜)･とうもろこし･(45…ナス科のいも類)・タバコなどが

伝わり、各地で栽培
さいばい

が始まっています。さらに、望遠鏡
ぼうえんきょう

や地球儀
ちき ゅうぎ

、眼鏡
め が ね

なども日本に入って

きています。カステラ・パン・コンペイトー・カルタ・タバコなどのことばは、ポルトガル語が日本語になった

ものです。

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の天下統一

1582年、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が山城国
やましろのくに

の(46…漢字で)を行い、のちに太閤
たいこう

(46)

といわれる全国の土地の測量
そくりょう

を行ないます。資料は江戸時代の(46)

のようすです。その目的は米の取れ高
だか

をあらわす単位の石高
こくだか

を調べ

て(46)帳
ちょう

に記録し、取り立てる(47…漢字 2 字)を安定させることや農民を土地に

しばりつけることにあったようです。このことで墾田
こんでん

永年
えいねん

私財法
しざ いほう

以来
い ら い

の(48…私有地)

が無くなりました。そして、武士と農民の身分
み ぶ ん

がはっきりと区別され、全国の土地

と農民が完全に武士の支配化に置かれることになったのです。

この(46)で活躍した人物が石
いし

田
だ

三
みつ

成
なり

(後の関ケ原
せきがはら

の戦いの総
そう

大
だい

将
しょう

)です。

検地
け ん ち

の目的を｢全国の石高
こくだか

を調べて｣の書き出しでまとめなさい。…(記述 6)
そして、このできごとによって農民の立場はどうなって行ったか、｢農民が・・・｣の書き出しでまとめなさい。

…(記述 7)
また、このできごとによって、国ごとにちがっていたあるものが統一

とういつ

される結果になりました。そのあるもの

とは何かを右上の升
ます

を参考にして答えなさい。…(記述 8)
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1583年、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が石山
いしやま

本願
ほんがん

寺
じ

の跡地
あ と ち

に大阪城を築
きず

き、天下統一の足がかりにします。そして、秀吉
ひでよし

も楽
らく

市
いち

楽座
らくざ

の政策
せいさく

をとったために大阪が政治経済の中心となり、大阪は(49…？の？)とよばれるようになりました。

さらに、秀吉
ひでよし

は金山
きんざん

や銀山
ぎんざん

を開発し、京都･大阪･堺
さかい

・博多
は か た

などの重要な都市は直接
ちょくせつ

に

支配することで経済力を高めています。

1585年、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

は関白
かんぱく

の位
くらい

につき、幕府を開かずに朝廷
ちょうてい

の権威
け ん い

をかりて全国を支配

しようとしました。翌年
よくとし

には、農民出身
しゅっしん

の秀吉
ひでよし

が貴族
き ぞ く

の位の最高位
い

の(50…漢字で？大臣)と

なり、引退
いんたい

後は関白
かんぱく

を退いた人の呼
よ

び名の太閤
たいこう

とよばれるようになったのです。

1587年、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

がキリスト教を禁止するための(51…？令)を出します。

資料…日本は神国
しんこく

であるのに、キリスト教の国がいかがわしい教えを日本に広めようとしているのはとんでもな

いことである。…そこで、宣教師
せんきょうし

が日本に滞在
たいざい

することを禁止する。今日から 20日のうちに出国
しゅっこく

せよ。

信長
のぶなが

とちがい、秀
ひで

吉
よし

はキリスト教を禁止しました。その理由を答えなさい。…(記述 9)
しかし、禁止した効果はあまりありませんでした。その理由を答えなさい。…(記述 10)

また、禁止した背景
はいけい

には、ポルトガル人が大勢
おおぜい

の日本人を奴隷
ど れ い

として買い取り、外国で売りさばいていたことな

どがあるようです。この光景
こうけい

を見た秀
ひで

吉
よし

がポルトガル人に強く抗
こう

議
ぎ

したことが記録に残っています。

(52…年) 、  秀吉
ひでよし

は刀を取り上げ１
い

５
ご

８
パッ

８
パ

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が(53…漢字で？令)を出します。このことで武士
ぶ し

と農民の身分
み ぶ ん

がさらにはっきりと区別されるようになり

ます。このように武士
ぶ し

と農民をはっきりと区別させることを(54…四字の漢字)といいます。下の資料
しりょう

の中に入るこ

とばを答えなさい。

上の刀狩
かたながり

の資料
しりょう

から分かる秀
ひで

吉
よし

の狙
ねら

いを答えなさい。…(記述 11)

また、武士
ぶ し

と商工
しょうこう

業者は大名
だいみょう

のいる城下
じょうか

町に集められ、職業と身分
み ぶ ん

の変更も禁止されました。農民は戦
いくさ

の

たびに兵にかりだされることはなくなりましたが、農民の子は死ぬまで農民のままの世の中になったのです。

(56…年) １
いっ

５
こ

９
く

を０
まる

くおさめた秀吉
ひでよし

くん

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が東北の伊達
だ て

氏
し

と小田原
お だ わ ら

の(57…？氏)を平定
へいてい

して全国
ぜんこく

統一
とういつ

をなしとげます。小田原
お だ わ ら

は現在の(58)県です。

1591年、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が茶道
さ ど う

を開いた(59…人物名)に自害
じ が い

を命じています。茶道
さ ど う

の精神を表す四
よ

字
じ

熟
じゅく

語
ご

は(60…漢字 4字。…この人とは一生のうちで 1 度きりの出会いとなるかも知れないので…。)です。

一 諸国
しょこく

の農民が、刀・やり・鉄砲
てっぽう

などの武器をもつことをかたく禁止する。武器をたくわえ、年貢
ね ん ぐ

を出ししぶ

り、(55)をくわだてて領主
りょうしゅ

に反抗する者はきびしく処罰
しょばつ

する。

一 取り上げた刀は、このたび新しく大仏
だいぶつ

をつくるときの釘
くぎ

などにして役立てるから、農民は仏の恵
めぐ

みで、この

世だけでなく死後
し ご

も救われるだろう。
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桃山
ももやま

文化

織田信長
のぶなが

のころに始まり、豊臣秀吉
ひでよし

のころに栄
さか

え、次の江戸時代の初期
し ょ き

まで続いた文化を桃山
ももやま

文化といいま

す。南蛮
なんばん

の影響を受けた豪華
ご う か

で雄大
ゆうだい

なもので、仏教の影響がうすい現実的
げんじつてき

で活気
か っ き

に満ちた文化です。

この文化の代表は城郭
じょうかく

建築で、左の(61…白鷺
しらさぎ

城ともいう城名)や大阪城・伏
ふし

見城
みじょう

(後記)・

安土城
あづちじょう

などがあります。とくに(61)は秀吉
ひでよし

が三層
さんそう

の天守閣
てんしゅかく

を築
きず

き自分の居城
きょじょう

にした

城としても知られ、現存する城郭
じょうかく

建築の最高傑作
けっさく

ともいわれ、日本で始めて世界遺産

に登録されたものの一つです。1993 年、白神
しらかみ

山地、法
ほう

隆寺
りゅうじ

地域の仏教建造物、

姫路
ひ め じ

城、屋
や

久島
く し ま

が日本で最初の世界遺産の登録です。

ほかでは、秀吉
ひでよし

が京都に建てた邸宅
ていたく

(別荘
べっそう

)の聚楽
じゅらく

第
だい

などがあります。

絵画
か い が

では、(62…人名)らの人々による障壁画
しょうへきが

が、金や銀を下地
し た じ

にしたあざやかな色彩で描
えが

かれて

います。右は｢唐獅子図
か ら じ し ず

屏風
びょうぶ

｣です。

桃山
ももやま

文化の終わりごろに、(63…人名を漢字で)という女性が京都で

(64)という踊
おど

りを開いています。これが次の江戸時代の歌舞伎
か ぶ き

に発展
はってん

します。そして、1558年頃に琉 球
りゅうきゅう

から(65…右の楽器)が

伝わり、これを改良
かいりょう

した三味線
しゃ みせん

がつくられています。

そして、その音
ね

に合わせて物語を語る浄瑠璃
じょ うるり

が広まっています。

また、豊臣秀吉は隠居
いんきょ

後の住
す

まいにするため、京都市南部の(66…地名)

に(66)城の建設を始めています。この地は東山
ひがしやま

から連なる丘 陵
きゅうりょう

の

最南端に位置し、大坂と京都を結ぶ重要な地でした。後に城の跡地
あ と ち

に

多くの桃
もも

の木が植えられたため、この地が桃山
ももやま

とよばれるようになったのです。

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の朝 鮮
ちょうせん

出 兵
しゅっぺい

  １
い

５
こ

９
く

２
に

に攻
せ

め入る文禄
ぶんろく

くん   豊臣秀吉
ひでよし

、１
い

５
ご

９
くる

７
な

…by 長
ちょう

さん

全国統一
とういつ

を成しとげた豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

は、さらに領土
りょうど

を広げ、東アジアを征服
せいふく

しようと考えてフィリピンや台湾
たいわん

に日本に従
したが

うように求めました。

そして、中国王朝
おうちょう

の(67…当時の中国名)を征服
せいふく

するための協力を朝鮮
ちょうせん

に求めます。しかし、朝鮮
ちょうせん

がそれを拒
こば

んだため戦
いくさ

が始まります。

(68)年の文禄
ぶんろく

の役
えき

と(69…年)年の慶長
けいちょう

の役
えき

の 2つの戦いです。

はじめは、戦
いくさ

に慣
な

れていた日本が漢
ハン

城
ソン

(現在のソウル)を征服
せいふく

するほどの勢いでしたが、やがて、李舜臣
イス ンシン

が率
ひき

いる朝鮮
ちょうせん

水軍
すいぐん

に、日本軍の補給
ほきゅう

路
ろ

をたたれ、食料や武器が不足して

苦戦
く せ ん

します。右がこの戦いで朝鮮
ちょうせん

が使った(70…？船)です。大砲
たいほう

を備
そな

え付けて鉄板
てっぱん

でおおった船の側面
そくめん

に鉄砲
てっぽう

をうつための穴
あな

があけてあります。ソウルには、このとき

に朝鮮
ちょうせん

を救った英雄
えいゆう

としての李舜臣
イスンシン

の銅像
どうぞう

があります。
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苦戦
く せ ん

を続けた日本は、1598年の秀吉
ひでよし

の病死
びょうし

をきっかけに兵を引き上げます。これらの戦いは武士や農民に

とっても重い負担
ふ た ん

になり、豊臣
とよとみ

氏が衰
おとろ

える原因にもなりました。

右は、このときに朝鮮
ちょうせん

の陶工
とうこう

を日本に連れ帰り、その技術を高めてできた佐賀県

の(71…？焼
やき

)です。ほかでは鹿児島県の薩摩
さつま

焼
やき

、山口県の(72…？焼
やき

)があります。


